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論 文 内 容 要 旨

様 々な情報 の想起 時 に,実 際 に記銘 した もの が 目の前 にな くて も,記 銘 した ときに活動 した脳

領域,内 側 側頭 葉 と,刺 激 の知 覚 に関係 した感 覚皮質 が再 び活性化 す る(reactivation)と い う

仮説 が ある。 しか し,再 活性化 の際 に内側側頭葉 が活動す るか どうか につ いては未 だ議論 の余地

があ る。本研 究 では,無 意味 図形 に視覚的 な情報(色 ・動 き)情 報 を付 加 した刺激 を用 いて,内

側側 頭葉 と視 覚 関連 領域 に,記 銘 と想起時 に重複 す る活動 があ るか どうか を検 討 した。

無意 味 図形 に色 を付加 した ものを用 いた実験(実 験1)で は,被 験 者 は右 利 き健常 男性14人

(平 均年齢22歳),刺 激 は無意味 図形46個 を用 いた。 記銘条件 は,無 意 味 図形 に色 をつ けた もの

20個(赤10個 ・緑10個)を 記銘す る条件(EncodingColor:以 下EC)と,色 のつ いて いない

無意 味図形20個 を記銘 す る条件(EncodingWhite:以 下EW)の2条 件 を設 定(各 条件5回 ず

つ呈 示,最 初 の1回 のみ をO'5-PET撮 像 と同時 に施行 す る)し た。 想起条 件 は,色 のつ いてい

た無 意味 図形 を想起 す る条 件(RetrievalColor:以 下RC)と,無 色 だ った無 意 味図形 を想起

す る条件(RetrievalWhite:以 下RW)の2条 件 を設定(015-PET撮 像 と同時 に施行)し た。

全 て色の ない状 態 で呈 示 された図形 に対 して,既 知 の もの で赤 い図形 だ ったか,緑 の図形 だ った

か,色 のついて いな い図形 だ ったか,未 知の図形 かの4択 ボ タ ン押 しで判 断 させ た。記銘 ・想起

と もに1刺 激5秒 間呈示,課 題 全体 は100秒 間 であ り,そ の 間の80秒 間をO'5-PETに よ って撮

像 した。解析 はSPM2で 行い,記 銘の コン トラス ト(EC-EW)・ 想起 の コ ントラス ト(RC-RW)・

記 銘時 と想起 時 の共通 活動部 位((EC--EW)vs,(RC-RW)1想 起 時 に,記 銘 時 に活 動 した どの

脳 部位が再 活性化 す るか を検討)の コ ン トラス トを設定 した。 全て の コ ン トラス トに おいて,閾

値 は多重 比較 補正 無 しのp<0.001,ボ クセル サイズ は25ボ クセ ル以 上 を有意 とみな した。 主な

解析結 果(記 銘 時 と想起 時の共通活動 部位)と して,記 銘 ・想起 に共通 して,右 海 馬傍 回(28

野)と 右舌 状回(18野),右 下後頭回(18野)の 活動 が観察 できた。

無意味 図形 に動 きを付加 した ものを用 いた実 験(実 験2)で は,被 験 者 は右 利 き健 常男性10人

(平均 年齢21.4歳),刺 激 は無意 味図形46個 を用 いた。記 銘条件 は,無 意 味図形 に動 きをつ けた

もの20個(右 回 り10個 ・左回 り10個)を 記銘 す る条件(EncodingMotion:以 下EM)と,

静止 して い る無 意 味 図形20個 を記銘 す る条 件(EncodingStatic:以 下ES)の2条 件 を設 定

(各 条件7回 ず つ呈 示,最 初の1回 のみを0/'-PET撮 像 と同時 に施行 す る)し た。 想起条件 は,

動 きのつ いて いた無意 味 図形 を想起 す る条 件(RetrievalMotion:以 下RM)と,静 止 して い

た無 意 味 図形 を想起 す る条件(RetrievalStatic:以 下RS)の2条 件 を設 定(Oi5-PET撮 像 と

同時 に施行)し た。 全 て静 止 した状態 で呈示 された図形 に対 して,既 知 の もので右 に回 った図形

だ ったか,左 に回 った図形だ ったか,静 止 して いた図形 だ ったか,未 知 の図形 かの4択 ボタ ン押
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しで判 断 させた。記銘 ・想起 ともに1刺 激5秒 間呈 示,課 題全体 は100秒 間で あ り,そ の間 の80

秒 間をO'5-PETに よ って撮 像 した。解 析はSPM2で 行 い,記 銘 の コン トラス ト(EM-ES)・ 想

起 の コ ン トラス ト(RM-RS)・ 記銘 時 と想起 時 の共通 活 動部 位((EM--ES)vs.(RM-RS):想

起時 に,記 銘時 に活動 した どの脳 部位が再活性化 す るか を検 討)の コン トラス トを設 定。全 ての

コ ン トラス トにおい て,閾 値 は多重比較補正無 しのp<0 .001,ボ クセル サイ ズは25ボ クセ ル以

上 を有意 とみな した。主 な解析結 果(記 銘 時 と想起 時の共通 活動部位)と して,記 銘 ・想起 に共

通 して,左 海馬 と右 中側頭 回:humanMT+(37野)が 活動 した。

無 意味 図形 に色 を付加 した条件 で,記 銘 ・想 起 に共通 して右 海馬傍 回 と右 舌状 回,右 下後頭 回

が活動 し,無 意 味図形 に動 きを付加 した条件 では記銘 ・想起 に共通 して,左 海馬 と右 中側頭回:

humanMT+が 活動 した。 この結 果は,無 意 味図 形 に色 や動 きとい った視覚 的 な条件 を付加 し

た時 に,内 側側頭 葉 と,記 銘 時 に活動 した感覚皮 質が再 活性化 す る結果 とな り,再 活性化 の仮説

を支持す る結果 とな った。
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審 査 結 果 の 要 旨

様 々な情報の想起時に,実 際に記銘 した ものが 目の前にな くて も記銘 したときに活動 した脳領

域(内 側側頭葉)と 刺激の知覚に関係 した感覚皮質が再び活動す る(reactivation)と いう仮説

がある。 しか し,再 活動の際に内側側頭葉が活動するかどうかについては結論が得 られていない。

本研究はこの点を明らかにす るために,陽 電子断層撮像法(positroneemissiontomography,

以下PET)を 用いて,無 意味図形に視覚的な情報(色 ・動 き)情 報を付加 した刺激の記銘 と想

起時に重複する活動が内側側頭葉 と視覚関連領域に生 じるかどうかを検討 した。

研究1で は,無 意味図形と色が連合 したものと,無 意味図形 と色を連合させていないものを記

銘 ・想起 させ ると同時にPET撮 像を行い,そ の結果健常者が色 を覚えるときと思い出すときの

共通活動部位 として右海馬傍回(内 側側頭葉)と 右舌状回,右 下後頭回(ど ちらも色を認知する

際に活動す るとされている皮質)が 活動することを明 らかにした。 さらに研究2で は,無 意味図

形 と動きが連合 したものと,無 意味図形 と動きを連合 させていない ものを記銘 ・想起させると同

時にPET撮 像を行い,そ の結果健常者が動きを覚えるときと思い出す ときの共通活動部位 とし

て左海馬(内 側側頭葉)と 右中側頭回(humanMT+,動 きを認知する際に活動す る皮質す る

とされている)が 活動することを明 らかに した。

これ らの結果は,無 意味図形に色や動 きといった視覚的な条件を付加 したものを記銘 ・想起 さ

せたときに内側側頭葉 と記銘時に活動 した感覚皮質が再活動す ることを示 し,再 活動の仮説を支

持 して い る。 本研 究 は二種類 の視 覚的な情報 を用 いて二 つの実験 を行 い,出 来事 の記憶

(episodicmemory)を 記銘す るとき ・想起するときには内側側頭葉 と関連する皮質が共に活動

していると考える上でのエビデンスを提示 した もので,出 来事の記憶 に関わる脳内機構を解明す

る上で重要な示唆を与 えるものである。 よって,本 論文は博士(障 害科学)の 学位論文 として合

格 と認める。
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